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窒化物や酸化物などのセラミックスを中心に新たな磁性
材料を合成し、永久磁石、極低温冷凍機、磁気ハイパー
サーミア、磁気分離、磁気粒子イメージングなど幅広い
分野への応用を目指した研究を行っています。大型放射
光施設や J-Parc などで量子ビームを駆使した材料解析
にも取り組み、より特性の優れた磁性材料の設計指針を
構築しています。また、病理の診断や治療へ応用できる
高周波磁場発生装置の開発も手掛けています。さらに、
触媒ナノ粒子の開発にも携わっております。

磁性材料分野、医療・ヘルスケア分野

磁性材料の開発とその磁石、冷凍機、医療への応用
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金属イオンや金属錯体を含むタンパク質の高機能化・機
能改変、生体触媒やナノバイオマテリアルの創製等を手
がけている。具体的には、（1）高い触媒活性・選択性を
有する生体触媒開発に向けたヘムタンパク質の改変や金
属酵素機能モデルの合成、（2）タンパク質と有機金属錯
体を組み合わせた人工金属酵素の構築、（3）タンパク質
やペプチドを構成単位とする機能性材料の開拓、（4）新
規ポルフィリノイド金属錯体の合成と物性・反応性の評
価等、生体分子を基盤とした機能性触媒やデバイスの構
築と新たな学際領域研究分野の開拓をめざしている。

触媒開発、バイオ分子工学、環境負荷軽減型物質変換

生体分子の
機能向上・機能改変・バイオマテリアルへの展開
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